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南区自治協議会（第７期）を振り返って 

 

南区自治協議会会長 小田 信雄 

 

 

１ はじめに 
  第 7 期の南区自治協議会は、改正された区自治協議会条例に則り選出された委員

30 名の活発な議論と区民の熱気あふれるまちづくりへのエネルギーに支えられス

タートいたしました。 

  旧来の地方自治法の規定に基づく区地域協議会としての位置付けから、新潟市の

附属機関の一つとして市民や区民の生活を会議に提起し、課題を明確にし、対策や

解決策を議論し、その課題実現のために行政と協働する、その要としての役割を果

たしていくという大きな目標を掲げての出発でありました。 

  第 6 期から取組みを始めた「南区まちづくり活動サポート事業」では、古い一枚

の写真から地域のエネルギーを引き出した「白根子行進曲」や伝統芸能を児童に継

承させる支援事業など、新しい芽生えがあちらこちらに感じられ、会議の討論も本

格化し熱を帯びてきた矢先、令和 2 年春先から新型コロナウイルス感染症の流行に

より大きな足踏みを余儀なくされてしまいました。年度初めは全体会を書面開催に

よる意見の聴取や議決にせざるを得ない状況になりました。その後、事務局の一部

でリモート方式を採用し、ソーシャルディスタンスを確保するために会議室のレイ

アウトを変更するなどさまざまな工夫を加えながら会議を開催し、南区の課題に取

り組んでいるところです。 

  このコロナという未曽有の困難に直面している区自治協議会ではありますが、委

員の熱意が議論の各所に発揮され、いくつかの新たな成果を見い出した事も評価し

なければなりません。 

  議論に不慣れであった南区で、議論することの大切さが定着し、会議の雰囲気が

ガラリと変わりました。一方、区組織目標への評価も定着し、区長に新たなまちづ

くりを提言し、新たな方針に変化を促したこともいくつかありました。嬉しいこと

に今期は、通常の行政評価の視点から、市民目線へ視点を変えることにより、さら

に精度の高い評価にすべきとの画期的意見が続出し、その方向へ大きく舵を切り始

めています。数字による評価から、市民の体感的感覚の評価も加えていくことの重

要性に気づき始めました。 

また、この困難と、新潟市の諸般の情勢が、市民の生活とまちづくりに対して行

政の力のみでの達成は明らかに限界であり、地域や市民との「協働」が不可欠の時

代になったことも立証してくれました。南区自治協議会の掲げる「自治」と「協働」

と「分権」の旗印が今後ますます重きを増すことは確実です。このことが地方自治
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法252条の20第 7 項の規定から離れた新しい区自治協議会の進むべき道であり、

南区の「自治」の深化にとって「南区自治協議会」の果たす役割は今後ますます大

きくなっていきます。 

 

 

２ 取組内容・成果・課題 
(1) 全体会について 

ア 会議運営方法の見直し 

  第 6 期までは、発言の際、挙手、起立をして行っていました。しかし、起立

をすることが困難な方がいること、また発言しやすい雰囲気をつくるため、第

7 期からは着座のまま発言することにしました。 

  また、全体会で事務局が報告・連絡する事項については、1 項目ごとに報告・

連絡をして質疑を受ける方法をとっていましたが、報告・連絡事項を全て説明

してから一括して質疑を受けた方が、スムーズな会議運営が行えるのではない

かという意見が委員の中からありました。 

このような意見を踏まえ、令和元年度 7 月の全体会から報告・連絡事項は全

項目まとめて説明し、その後、質疑を受け付けることしました。このことによ

り、時間が短縮できるだけでなく、会議をスムーズに行うことができました。 

また、新型コロナウイルス感染症拡大防止を図るため、会議を必要に応じて

書面開催にし、事務局の一部をリモートで開催するなどして感染症拡大防止に

努めました。 

それぞれの地域や団体における課題等を持ち寄って発言していただき、区民

等の意向を行政運営に反映させるような雰囲気づくりを行っていくことが，今

後の課題です。 

 

イ 南区自治協議会委員研修会の開催 

  市内全区の研修会に加え、区独自研修として西蒲区と合同で委員研修会を開

催しました。 

  令和元年度は、「子ども食堂について～その背景と現状～」をテーマとして新

潟県立大学人間生活学部健康栄養学科 村山伸子教授による講義、また「おひ

さま子ども食堂の歩み」をテーマとしておひさま子ども食堂 田子幸子氏によ

る事例発表の後、両区の委員でグループごとに意見交換を行いました。 

  令和 2 年度は、しろね大凧と歴史の館を視察後、「コロナ禍における区自治

協議会のあり方について」、「第 7 期区自治協議会の振り返り」などをテーマに

意見交換会を行いました。 

  コロナ禍において、他区がどのように会議や提案事業を工夫して行っている

かなどを意見交換することができ、貴重な機会となりました。 
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(2) 部会・提案事業について 

ア 第 1部会 

  第 1 部会は、公共交通、防犯・防災、環境、建設、都市計画等の分野を所管

する部会です。 

  第 7 期では、軌道系公共交通機関のない南区にとって重要な問題である区バ

ス・住民バス・乗合タクシーの利活用について重点的に審議し、第 6 期に引き

続き、高校生や高齢者などの交通弱者からいかに利用してもらえるか、区役所

と協働しながら取り組みました。 

  また、第 6 期に引き続き、部会の役割検討特別部会の報告書に沿って、南区

組織目標の検証を行いました。令和元年度は「区バス利用者数、乗合タクシー

利用者数」、「総合防災訓練参加数、自主防災組織全 23 組織の訓練実施、空き

家相談会の回数」、令和 2 年度は「区バス利用者数、乗合タクシー利用者数（区

バス運行支援協賛企業数）」、「総合防災訓練参加数、自主防災組織全 23 組織の

訓練実施、空き家相談会の回数（全 14 地区での「防災虎の巻」作成・自主防

災訓練全 23 組織の訓練実施・空き家利活用に向けた取組みの実施）」について

検証を行い、9 月の全体会で検証結果を報告しました。 

 

  本部会で取り組んだ主な提案事業は、南区公共交通ＰＲ事業、南区防犯・防

災啓発事業です。 

南区公共交通ＰＲ事業では、区バスなどを利用する人にわかりやすい情報紙

を作成し、全世帯に配布するとともに、区バスの車内を季節ごとに装飾して区

バスに親しみをもっていただく取組みを行い、利用者数の増加につながるよう

工夫しました。これらの取組みにより、普段、バスに乗らない子どもたちが区

バスに興味を持ち、親も含めたＰＲにつながりました。 

区バスなどの利用が特定の人に偏っている傾向にあるため、これらの取組み

を通じて、いかに認知度を高めていくかが今後の課題です。 

また、防犯・防災啓発事業では、区内の新小学 1 年生へ交通安全用反射材を

配布するとともに、第 5 期に作成した「安心・安全ステッカー」を委員の自家

用車に貼り付けて“ながらパトロール”を行う「南区安心・安全みまもり隊」

の活動に引き続き取り組みました。 

 

イ 第 2部会 

  第 2 部会は、健康・医療、福祉、教育、地域、男女共同参画等の分野を所管

する部会です。 

  第7期では、南区家族ふれ愛事業と出会いの場づくり事業に取り組みました。 

南区家族ふれ愛事業は、家族のつながりを大切に、温かい家庭をつくること 

を目的として、11 月を「南区家族ふれ愛月間」と定め、南区内の小学 4 年生

による絵画展、中学 1 年生による川柳・標語展を行うほか、映画上映会を開催
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し、家族ふれ愛月間の定着を図りました。 

出会いの場づくり事業では、少子高齢化対策について重点的に取り組み、定

住人口を増やそうと婚活事業に取り組みました。 

また、第 6 期に引き続き、部会の役割検討特別部会の報告書に沿って、南区

組織目標の検証を行いました。令和元年度は「ミニドック型集団健診受診者数」、

「地域の茶の間設置件数」、「子育て支援リーダーの人数」、「障がい者の販売店

舗の数」、令和 2 年度は「ミニドック型集団健診受診者数（電話による受信勧

奨人数）」、「地域の茶の間の設置件数または開催頻度」、「子育て支援リーダーの

人数、勉強会の回数」、「障がい者の販売店舗の数」について検証を行い、それ

ぞれ 9 月の全体会で検証結果を報告しました。 

     

ウ 第 3部会 

  第 3 部会は、産業、観光、文化・スポーツ等の分野を所管する部会です。 

  第 7 期では、南区魅力発信事業と南区スポーツ交流事業に取り組みました。

南区魅力発信事業は、南区の魅力を最大限に区内外へ発信し、交流人口の拡大

を図ることを目的として部会で検討し取り組みました。 

区外からの観光客などに南区の魅力を知ってもらおうと、第 6 期に引き続き、 

観光案内看板を増設しました。また、区内の文化資源を掘り起こし、重要文化

財旧笹川家住宅や曽我・平澤記念館などの区内の文化施設に観光客を呼び込む

ため、どのようにしたら良いか効果的な方法などを話し合い、曽我・平澤記念

館に建物の魅力も併せて紹介するパネルを設置しました。 

そのほか、地域の農業に興味や愛着を持ってもらい、食や農業に対する理解 

   と関心を深める機会とするため、親子農業体験事業や、地元特産農産物を使っ

た料理教室を開催しました。 

     また、南区スポーツ交流事業は、親子のふれあいの場をつくり、区民の健康

づくりの一助となるよう、子どもから大人まで楽しめるファミリーダンスを開

催しました。 

また、第 6 期に引き続き、部会の役割検討特別部会の報告書に沿って、南区

組織目標の検証を行いました。令和元年度は「重要文化財旧笹川家住宅、しろ

ね大凧と歴史の館入館者数」、「民間等と協働により開発した新商品数」、令和 2

年度は「重要文化財旧笹川家住宅、しろね大凧と歴史の館入館者数（展示替え

の実施個所数）」「民間等と協働により開発した新商品数」について検証を行い、

それぞれ 9 月の全体会で検証結果を報告しました。 

 

エ 広報部会 

  広報部会は、広報に関することを所管する部会です。 

  第 7 期では、南区自治協議会だよりを各年度 3 回、計 6 回発行しました。 

区自治協議会委員や部会の活動、地域コミュニティ協議会の先進的な取組み
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などを紹介し、興味を引く紙面づくりに努めることにより、区自治協議会の認

知度向上を図りました。 

しかし、委員に就任するまで区自治協議会だよりの存在を知らなかったとい

う意見が聞かれるなど、区民に読んでいただける紙面となるよう、さらなる工

夫が必要です。 

 

オ まちづくり活動サポート事業 

  平成 30 年度から実施している提案事業の一部を区内の地域活動団体から事

業募集し、区自治協議会が選定・採択して協働実施する「南区まちづくり活動

サポート事業」は、令和元年度は 6 事業、令和 2 年度は 4 事業を選定して事

業委託しました。 

  なお、令和 2 年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により、当初、3 事

業の応募、2 事業の採択にとどまったことから 10 月に再募集を行いました。 

  また、令和元年度から予算を増額し、地域コミュニティ協議会や地域活動団

体から積極的に取り組んでいただきました。 

   

※提案事業の具体的な成果・課題等については、添付の事業評価書を参照ください。 

 

 

３ おわりに 
  南区が抱える基本的な構造問題や課題は、合併後も大きく変化しておらず、人口

の減少や高齢化については、他の区よりむしろ拍車がかかっています。8 区唯一の

軌道系公共交通機関をもたないハンディは大きく、区民の移動手段の利便性や生活、

産業の発展に計り知れない影響を及ぼしていることは間違いありません。 

  まちづくりを所管する部会では、その多くの力を区バスや交通問題、にぎわいの

創出に傾注しています。区内で完結するという区バスの概念の撤廃や、まちなか循

環バスの社会実験から本格運行への移行など、交通弱者に対する利便性の向上に向

けて取り組んでいます。 

  一方、広大な農地を背景に、県内トップクラスの農業生産額、近年増加傾向にあ

る工業生産額など、他の区に誇れる豊かな面もありますが、多くの市民が「働く」、

「住む」、「楽しむ」というまちづくり三原則に、合併後のさまざまな取組みが有機

的に機能していない問題に気付き始めました。 

  このような中、地域コミュニティ協議会などの活動や「にいがた南区創生会議」

の提言により、交通結節点を軸にした新たなまちづくりの動きが始まり、区自治協

議会も新新潟市都市計画マスタープランの改定を契機に、各部会が横断的に総合的

なまちづくりへの議論を進めてきました。 

  区自治協議会の役割と市民が求めている区への期待が、委員や市民の中に次第に

明確になってまいりました。会議における検討がそれを物語っています。8 区の中
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で人口の一番少ない区であるがゆえに議論という自治の最大原則がまがりなりに

も定着しつつあると思います。 

  新型コロナウイルスの嵐は必ずや治まります。今期中今まで以上に高まったこの

区自治協議会へのモチベーションを維持しつつ第 8 期区自治協議会に期待いたし

ます。 
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令和元年度 
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（次頁に続く） 

令和元年度 
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令和元年度 
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令和元年度 
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（※令和２年度 南区事業評価書は令和 3年 3月中に確定） 
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